
兵庫県立芸術文化センター ラインナップ 2025 
 

阪神・淡路大震災からの「心の復興、文化の復興」のシンボルとして、開館（H17 年 10 月）

以来 19 年間、年間約 45 万人の入場者を迎え、総入場者数は 850 万人を超えました。 

令和７年度においても、県民の幅広い期待に応えるため、これまでの実績を踏まえた多彩

で豊富なメニューを提供します。 

 開館 20 周年を迎える今年は、特別な公演を多数お届けするほか、記念事業の一環としてオ

ープンデーや記念演奏会を開催します。                                      
 

【令和７年度ホール別の主催事業数・公演数】 

区 分 
芸術文化センター事業 芸術文化センター管弦楽団事業 

計 
主催事業 

舞台芸術団体 
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ  等   

演奏活動 
青少年芸術体験事業 

わくわくオーケストラ事業 
KOBELCO 
大ホール 

52 事業  59 公演 2 事業  2 公演 14 事業 36 公演 1 事業 40 公演   69 事業 137 公演 

阪急 
中ホール 

44 事業  95 公演 6 事業 12 公演 ― ―  50 事業 107 公演 

神戸女学院 
小ホール 

27 事業  29 公演 6 事業  6 公演  5 事業 5 公演 ―  38 事業 40 公演 

小計 123 事業 183 公演 14 事業  20 公演 19 事業 41 公演 1 事業 40 公演 157 事業 284 公演 

外部公演 9 公演 ―  1 事業 1 公演 ―   1 事業  10 公演 

楽団外部依頼 ― ― 7 事業 7 公演 ―   7 事業   7 公演 

計 123 事業 192 公演 14 事業 20 公演 27 事業 49 公演 1 事業 40 公演 165 事業 301 公演 

 

【主なラインナップ】 

１ 佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ 2025、コンサート公演 

佐渡裕芸術監督ならではの企画による制作･上演。開館 20 周年の節目に初めてワーグナ

ーを取り上げ、神秘的な世界観や壮大な音楽をお届けする。プロデュースオペラ全７回ロ

ングラン公演を展開するのは全国的にも珍しい。 

また、幅広いオペラファンの獲得･定着をめざすため、関連企画として、「さまよえるオ

ランダ人」の魅力を初心者にもわかりやすく紹介する「ハイライトコンサート」を県内９

会場で開催、「ワンコイン・プレ・レクチャー」では作品の魅力や隠された秘密を講師が解

説する。 
  

（1）歌劇「さまよえるオランダ人」(全３幕/ドイツ語上演・日本語字幕付き/新制作）〔新制作 20 作目〕 

〔日程〕7月 19 日(土)～27 日(日) 7 公演 ※22、25 日を除く 

〔会場〕兵庫県立芸術文化センター KOBELCO 大ホール 

〔主催〕兵庫県、兵庫県立芸術文化センター  

〔制作〕兵庫県立芸術文化センター 

〔指揮〕佐渡 裕(芸術監督)       

〔演出〕ミヒャエル・テンメ 〔演出補〕飯塚励生 

（2）オペラ関連企画 

①歌劇「さまよえるオランダ人」ハイライトコンサート～ええとこどり！ 

県内９会場９公演(4/19 丹波篠山市、4/20 洲本市、4/26 赤穂市、4/27 市川町、4/29 三

田市、5/5 西神中央、5/6 稲美町、5/10 養父市､5/11 明石市)、芸文センター(4/16､17)

で実施（計 10 会場 11 公演） 

  ②ワンコイン・プレ・レクチャー 

6/5（同日 2 回）、講師：三澤洋史 



（3）ジルヴェスター・ガラ・コンサート 2025  

12/31（1 公演） 

指揮:カーチュン・ウォン 管弦楽:兵庫芸術文化センター管弦楽団 

 

２ 兵庫芸術文化センター管弦楽団(PAC オーケストラ)  

芸術文化センター専属のプロオーケストラとして、毎年世界各地でオーディションを実
施し、優秀な若手演奏家を中心に構成するアカデミー機能をもったユニークな『フレッシュ
でインターナショナル』なオーケストラ。①定期演奏会の開催、プロデュースオペラ公演へ
の出演をはじめ、②室内楽演奏会や③県内各地でのアウトリーチ活動など、「パブリックシ
アター」の顔にふさわしい多彩な活動を展開する。 
 

 （1）定期演奏会（KOBELCO 大ホール） 

佐渡裕芸術監督をはじめ、世界一流の客演指揮者やソリストを招聘し、古典から現代

曲までの魅力あるレパートリーを、大小さまざまな編成で演奏。 
演   目 公演日 出演者等 

〔2024-2025 シーズン〕 
第 159 回 ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ：ヴァイオリン協奏曲 

 

7.5.23～25 

指 揮：ミハイル・プレトニョフ 
ヴァイオリン：前田妃奈 

第 160 回 ﾊｲﾄﾞﾝ：ﾋﾟｱﾉ協奏曲 7.6.20～22 
指 揮：ユベール・スダーン 
ピアノ：児玉 桃 

第 161 回 ﾌﾞﾘﾃﾝ:戦争レクイエム 7.8.8～10 
指 揮：佐渡 裕（芸術監督）ほか 
室内ｵｰｹｽﾄﾗ指揮／齋藤友香理 

〔2025-2026 シーズン〕 
第 162 回 ﾌﾞﾙｯｸﾅｰ: テ・デウム 

 

7.9.12～14 

 
指 揮：佐渡 裕(芸術監督） 

第 163 回 ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝ：ヴァイオリン協奏曲 7.10.10～12 
指 揮：アンドレアス・オッテンザマー 
ｳﾞｧｲｵﾘﾝ：ヴェロニカ・エーベルレ 

第 164 回 ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ：ﾋﾟｱﾉ協奏曲第 4番 7.11.7～9 
指 揮：サッシャ・ゲッツェル 
ピアノ：河村尚子 

第 165 回 ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ：交響曲第 9 番「合唱付き」 7.12.12～14 指 揮：佐渡 裕（芸術監督） 

第 166 回 ｶﾞｰｼｭｳｨﾝ：ピアノ協奏曲 8.1.23～25 
指 揮：佐渡 裕（芸術監督） 

ピアノ：上原ひろみ  

第 167 回 ｺﾙﾝｺﾞﾙﾄ：ヴァイオリン協奏曲 8.2.20～22 
指 揮：原田慶太楼 

ｳﾞｧｲｵﾘﾝ：レイ・チェン 

第 168 回 ﾌﾟﾛｺﾌｨｴﾌ：交響的協奏曲 8.3.13～15 
指 揮：ピエタリ・インキネン 

チェロ：北村 陽 

（2）青少年芸術体験事業「わくわくオーケストラ教室」の実施（KOBELCO 大ホール） 

兵庫県内の中学１年生（約４万５千人全員）を対象に、本格的な交響楽団の演奏に親

しむ機会を設ける(40 公演）ことにより、これからの社会を担う生徒の豊かな感性、創

造力を育むとともに、音楽教育（体験教育）の振興を図る。 

（3）アウトリーチ活動 

遠隔地域や日頃音楽に触れる機会の少ない方々に音楽の魅力・感動を伝え、音楽の普

及と楽団のＰＲを図るため、アウトリーチ活動を展開。 

（4）その他 

   室内楽演奏会、県議会議場コンサート等、様々な演奏活動を展開 

 

３ 開館 20 周年記念事業（一部）  ※主な記念公演ラインナップについては、R6.11.25 記者会見で発表 

(1)「オープンデー２０２５」の開催（プレミアム芸術デー） 

「はばたく！ひろがる！心の広場」をキャッチコピーに展開する開館 20 周年記念事

業の一環として、「オープンデー」を開催(11/29)し、施設の無料開放のほか、これまで

劇場に足を運んだことのない方々にも足を運んでいただけるような企画をお届けする。 



(2) 開館 20 周年記念演奏会の開催 

   〔日程〕12 月 11 日(木) 

〔会場〕兵庫県立芸術文化センター KOBELCO 大ホール 

〔指揮〕佐渡 裕(芸術監督) 

 

４ こども向け公演 

PAC 春休み子どものためのオーケストラ・コンサート(4/5)、春爛漫 茂山狂言会(4/6)、

宮川彬良＆アンサンブル・ベガ こどもの日スペシャル(5/5)、東京バレエ団 子どものため

のバレエ「ねむれる森の美女」(7/19) など 

 

５ 社会包摂プログラム 

  知的・発達障がい児（者）にむけての劇場体験プログラム(3/8) 

 

６ 幅広いニーズにこたえる公演 

(1) 国内外オーケストラ・オペラ・バレエ・室内楽公演等（KOBELCO 大ホール、神戸女学院

小ホール） 

世界水準のオーケストラ、オペラ、バレエ公演をはじめ、様々な国の優れた舞台芸術を

上演し､観客の期待に応える（佐渡裕指揮 トーンキュンストラー管弦楽団 5/10、山田和

樹指揮 バーミンガム市交響楽団 6/29、クラウス・マケラ指揮 ロイヤル・コンセントヘ

ボウ管弦楽団 11/15 など）。 

 

(2) 国内外演劇・古典芸能公演等（阪急 中ホール） 

劇場・劇団とのネットワークにより、日本の演劇シーンを牽引する演出家、俳優による

演劇公演をはじめ、ダンス、狂言、落語など、幅広い層が楽しめる良質で多彩な演目を提

供（ケムリ研究室 no.4「ベイジルタウンの女神」5/22～25、ひょうごの民俗芸能祭第三

弾～五国の川と文化遺産～ 11/1、桂文珍独演会 11/8 など）。 

 

(3) 劇場の楽しみを広げる音楽オリジナル『シリーズ企画』 

世界一流の室内楽団をはじめ、地元出身で幅広い活躍を続ける音楽家や、世界の音楽・

ダンスを集めた「世界音楽図鑑」、「古楽の愉しみ」によるアーリーミュージック、ジャズ

などシリーズ企画により、芸術文化センターならではの良質で親しみやすい幅広いジャン

ルの公演で音楽系ファンの裾野を広げる。 

 

(4) 舞台芸術の普及・県民の創造活動支援 

人気・実力を兼ね備えた国内演奏家や国外アーティストを招き、親しみやすいプログラ

ムを手ごろな価格で楽しむ「プロムナード・コンサート」や、県内外音楽コンクール受賞

者など兵庫・関西ゆかりの新進気鋭の音楽家による 60 分のコンサートを平日の昼間に開

催する「ワンコイン・コンサート」により、広範囲な集客（裾野の拡大）をめざす｡ 

 

(問い合わせ先) 663-8204 西宮市高松町 2-22 兵庫県立芸術文化センター 
事業部広報課長 渡辺  TEL：0798-68-0206 


